
沿岸・近海漁業試験

渥美外海漁場調査

岩瀬重元・試験船「海幸丸」乗組員

目
的

方

法

結

果

渥美外海では、浮魚及び底魚資源を対象にした各種の漁船漁業が操業されている。

これ等の漁業と海洋の理化学的性状との関連を解明し、漁業の安定化を図るための基礎資料を得

る。

渥美外海の調査点(第1図)18定点の表層及びstbNo.5、7、9、16、の4点における50m

100m、200m、300m、400mまでの採水可能な5層の採水を行った。表層採水は採水

用バケツ、50規以深は、ナンゼン採水器を用いて採水をした。

調査項目(一般項目)天候.雲量、気温、気圧、風向、風力、透明度、水色、水温(特殊項目)

COD、NH4-N、NO3-N、NO2-N、PO4-P
1認e

栄養塩分析方法

項

目

COD

NH4-N

NO2-N

NO3-N

PO4-P

分析法

アルカリヨード法

インドフェノール法の変法

ストリックランドパーソ法

全上

全上

採水後各項目とも1週間以内に分析を行った。

35°

きγ

31e

図1渥美外海漁場調査地点

化学的酸素要求量(COD)

CODの最高値は、5.92ppmであり、11月の表層St,6で観測された。本年度は一年を通じて

あまり変化は見られなかったが、5月と54年2月は黒潮本流が観測点を覆iう状態になったため、

0.05～0.46PPMと低い数値であつた。他の月では0.20～0.98卿で9月が0.69～0.97PPmと特

に高く観測された。夏季から秋季ごろまで高く、冬季から春季にかけて低くなっている。

総窒素(T-N)

NH4-N、NO2-N、NO3-Nを加えたものをT-Nとする。

5月から10月までは、0.7～2.OXtgat/eとかなり低かった。これらの月には黒潮の内側反流

が観測点内に入っていたため、全般に数値が低く観測された。4月、11月、12月、54年1月、

2月、3月は2.0～5.2/sgat/eが観測された。本年度は昨年度に比べ、黒潮系水の影響が大きか

ったため数値的に比べてみてもかなり低い数値であった。夏季から秋季ごろまで低く、冬季から春

季にかけて高い傾向である。

燐酸態一燐(PO4-P)

5月から12月まではtr～0.21μgat//,と低く昨年度と比べてみてかなり低く観測され、黒

潮系水の影響をかなりうけていると思われる。4.月と54年1月から3月までは0.1～0.40μgat
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結
果

〃これらの月も昨年度と比べてみても低く。黒潮系水の影響をうけていると思われる。夏季低く、

冬季高い傾向をしめしている。

源式網漁具の改良
牧野一男・海幸丸乗組員

目
的

方

法

結

源式網は、三河湾において、クルマエビを主対象に操業が行なはれている。この漁具資材ぐ袋網)の

改良により漁獲性能の向上をはかると共に漁獲物の組成.変動等を調査する目的で前年に引き続き

実施した。

1.調査期間'

2.調査船

3.調査回数

4.操業回数

5.調査場所

6.使用漁具

昭和53年6月～9.月

はつかぜ2.65トン

4回

23回

渥美郡渥美町小中山地先

(図1)

網地は(肩網8～10節、

葱読
＼!

中網12～14節、前網14～16節でナイロン図1.調査海域

210D/2、袋網ナイロン16～18節、PPl4節で210D/3～6)の網を用い浮子沈子網

はスパンナイロンの3～5moz太さのものを使用、浮子は合成樹脂で1mに2個。沈子は素焼きを用

い30㎝に1個をそれぞれ取付けた。浮子沈子の割合は漁場により多少異なる。網の長さは31.0

～40.6mのものを6反使用し袋網地のPP製のものとナイロン製のものを連結し1統として用いた。

7.漁法操業は、大潮時の日没から日の出までの夜聞に操業し、1夜に5～7回操業を

行なった。投網は潮流に直角か潮上に斜めに袋口が潮下になるように投網する。設置後網の移動状

況をみながら適当時間経過後揚網し、漁場の状況に応じて繰返し.又は移動して操業する。

果

1.漁獲状況本年度実施した4回の漁獲状況のうち甲殻類ではクルマエビ。クマエビ、フトミ

ゾエビ.その他のエビ(サルエビが主体)ガザミ、ジャノメガザミ、イシガニ、シャコ等が漁獲さ

れた。クルマエビは湾内水温の上昇にともない4月下旬より漁期(水温15℃)となり10月末に終

漁となる。本年度は。6月2回、7.9月各1回と例年に比べ調査回数が少ない。

クルマエビの最高漁獲は9月の261尾で、少ない月は6月下旬の25尾であった。

クマエビ、フトミゾエビは秋季に出現し.本年は特にクマエビの出現が多く9月に377尾が漁

獲された。(昨年の9月は40尾漁獲)

その他のエビ(サルエビが主体)は漁期を通じて出現したが7月には1尾、9月に3,045尾と

その差が大きかった。ガザミとイシガニは調査期間を通じて出現し、シャコは6月以降から出現し

た。またジャノメガザミは9月に小型群が漁獲された。

魚類ではキス.アイナメ.サバ、エソ、アジ、アナゴ類.コチ類が調査期間中漁獲された。キス

が最も多く魚類尾数の33%を示し6月上旬158尾から7月870尾と増加し9月には減少した一

lWiまでは煙が多く9月1こは大型となった・サバは胡上旬に大量に出堀穂こ繕1昌翻も
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結

果

操業)し422尾を漁獲した。浮魚類は大部分が中網、肩網に刺さった状態で漁獲され取はずしに

時間を要した。

イカ、タコ類では、イイダコが尾数で48%をしめ。ミミイカ27%、ジンドウイカ23%がこ

れに次ぎマダコがわずかに混獲された。

2.クルマエビの袋網別漁獲状況(表2)漁具(袋網)の接続順序は、ナイロン網(袋網目16

節……Na1、PP網(14節)……晦2、PP網(14節)……NQ.3、ナイロン網(18節)……

NG4、ナイロン網(18節)……No.5、ナイロン網(18節)……NG6として操業した。袋網別の

漁獲状況を4回の調査結果から比較すると、Na2の網が最高漁獲を記録したのは3回、Nα1の網が

1回であった。その順序はNα2、1、4、3、5、6の順であるが網の長さが各網毎に異なるため

これを補正するとNo.1、2、3、4、5、6の順となりNα1のナイロン16節網目が最高であつた。

本年は貧酸素水塊の出現でクルマエビの分布は浅い所に偏よっており、また本年は引き潮時に漁獲

量が多かったことにより、引き潮時には浅い方から深い方に向って投網する漁法によってNo.1の網

から順次深い所を流れることにな表1体長分布及び平均体長

り(満ち潮の時は反対となる)漁

獲順位は網の接続順となったもの

と思、はれる。

3.クルマエビの調査時別体長組

成本年度調査によるクル

マエビの体長組成は(表1)(図

2)のとおりである。6～7月は

7.9～17.0㎝の体長分布がみら

れ平均12.7～13.3cmであった。

9月は小型群の加入にともない平

均体長で10.9enzと小型化した。

昭和51年引

月日体長分布平均体長

4月16～17日9.5～17.9㎝13.1㎝

5月14～15日8.6～18.214.5

6月1i～12日10.2～王6.613.7

7月9～10日9.7～16.713.6

8月10～1ユ日12,2～16.613.8

9月24～25日6.3～17.411.7

10月8～9日4.2～17.910.8

1明22～23日6.3～20.912.6

昭和52年

月日体長分布平均体長

4月20～21日6.1～17.6c寵11.9(瀧

5月18～19日10.3～18.313.5

6月13～14日8.4～15.012.8

7月14～15日9.8～16.912.7

9月13～14日5.9～18.69.0

10ノ弓12～13日54～19.511.3

10月27～28日7.6～21312.5

昭和53年

月日体長分布平均体長

6月2～3日7.9～15.6c融13.2㎝

6月23～24日108～15.213.3

7月21～22日10.3～17.0127

9,月玉3～14日7.2～18.01α9
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結

果

4.クルマエビの水深別漁獲割合

クルマエビの棲息水深を把握す

るため52、53年度資料により、

水深3mを1区画とし0～24m

までを8区画に分け集計を行なっ

た。(表3)網が流れて投網時と

揚網時では水深が変化するが、投

網時の水深別に入網したエビを水

深別に配分した。52年度の水深

別入網率をみると浅所(0～12

肌)までの4区画が3.0～5.1尾

で、深所(15～21m)が0～

1.9尾で浅所の入網率が高く特に

9～12mが5.1尾と最高の出現

水深であった、53年度は3～6

m水深が5.1尾で最高出現水深で

あった。このことは先にのべた貧

酸素水塊の出現による影響がある

と思はれる。

表2クルマエビの袋網別漁獲成績表

、＼手・露「「一「一「-2L3-.lP」・456唱▼、7『野窟蒜,・.ρ募」、、、、魑、○＼＼＼」型塑レ・・判…月日＼＼、ナ・的ナ和・巨・吟1瑚目・勧レ6・41141…「司
!6月2-3・臣2・義27尾10尾2]ピn尾5二

26月23～袈目}681_⊥.」・
37月21～22日1;2_⊥塾」・・1・副・・5
娼g月13～1鐸4364i5・471252

計}93232「11fl]15・1・・89
漁獲尾数頃位2】43t56
網圭くさ(rm3103893594巫「379379
平均網最さ(m}3703

網長さの罰台0841050971101[〕2102

1反当二〕搾1算尾数2297尾2209尾15051乙14091こ911し三872尾

補正した1反当り漁獲居芝位1231456
51年度環i獲尾数184尾354尾253尾330尾221尾206尾

152年度漁獲尾数1321こ}14尾107震二150声こ】31長二】01尾

表3.クルマエビの水深別漁獲尾数

水、愛＼年度52年53年

水深(rn)網反数漁獲尾数1反当り尾数網反数漁獲距巴数1f宕厘1りf乙数

0～293817847243007

3～59526155230282142751

6～89466192741346]4284】

9～119427218451275111841

12～1492716512421」72334

15～17913225.3199741443

18～5825040.700

21～0200』一一

底魚一本釣漁業

小柳津伸行他海幸丸乗組員

目
的

方

法

本県外海での漁船漁業は、大陸棚斜面海域以深で沖合底びき網漁業、大陸棚上の沿岸部で小型機

船底びき網漁業、まき網漁業、ふぐ延縄漁業、その岸側海域で船びき網漁業、その他漁業が操業さ

れている。これら漁業の操業不可能海域(海底谷、岩礁地帯及びこれに類似した荒場の海域)での

漁場の開発と、効率的な漁具漁法の開発のため、前年度に引続き調査を実施した。

1
9
自

0
0
凶
4
じ
0
ρ

0

使用船舶試験船海幸丸(88.81トン農林350PS)

調査期間昭和53年4月～昭和54年3月

調査海域(図1)遠州灘、渥美外海における海丘、海底谷及び大陸棚斜面

使用漁具(表1)一本釣による手釣及び竿釣

餌料スルメイカ

操業方法前年度と同様に一本釣方式による立縄漁具を使用し、漁場到着と共に魚群探知

機により海底地形を調査し、海底起伏の大きい場所を選び停船して試験操業を実施した。
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表1漁具構成

名干ホ材率斗。規格備考

、、/,」旦承テトロン70号胴突10号

`8'冒',韓所こナイロンテグス10～40号沈ヨ鋤にきらせをつける
針元ナイロンテグス12～20号5～12本

釣針ムツ釣14～15号!ノ

親rサルカン4>!5〃

沈子一鋳鉄製200,400号

図1調査漁場図

1.漁場本年度調査の試験海域は、大陸棚斜面の高松海底谷、本宮山海底谷、御前崎海脚

沖合部の第二天竜海丘の3漁場である。高松海底谷は水深115～450mの急深域で海底の起伏

に富んだ地形や斜面の頂部等に好漁場が形成された。本宮山海底谷は水深130～340mの海域

であり、第二天竜海丘は海脚の斜面上に存在し水深340～370mで20m近い突起場所の周り

に好漁場が形成された。

2.漁獲状況本年度実施した、12航海延日数20日間、延操業159回、56.7時間の漁獲i

状況は表1のとおりであり、調査期間を通じての総漁獲尾数は754尾、漁獲総量は387.4kgで

あり過去の調査結果と比べると尾数、重量共に増加がみられた。漁獲物の釣獲割合は、カサゴ類(

ユメカサゴ、フサカサゴ、イズカサゴ)、ムツ、ウスメバルが主要魚種であった。高松海底谷は全

魚種とも小型サイズであり、第二天竜海丘は大型魚が採集された。

3,漁獲物の季節変化本年度に漁獲された主要魚種の月別漁獲状況を1人・1時間あたりの漁

獲量で図示すると、図3で夏期に多いが、これはムツ、カサゴ類の漁獲増加によるものである。

4.体長、体重組成高松海底谷で漁獲された主要魚種のうち、ウスメバル、ムツを図示すると

図4のとおりである。
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貝けた網漁業
井戸津都史他海幸丸乗組員
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貝けた網漁業試験は、三河湾における貝類資源の分布状況と生態を明らかにする目的で昭和49

年1月から調査をおこなっている。

貝けた網でヱ0分～

45分操業して採集物

のうち重要魚貝類の計

数と測定をおこなった。

表1貝けた網漁具仕様

桁全巾そり板歯備考巾長さ高さ長さ間隔本数

345cπL14c皿30c1π22c魏13㎝5㎝z64本無結節網8節(ポリエチレン)

53年度は、5.月から調査を開始し12月現在まで調査数延べ7日57回の操業試験を実施して

いるが、昨年度11月まで(13日10

3回)とくらべ約半分で資料も少なく、

5～6月E・1海域で、貝類が若干採集

本年度は、三河湾底層の貧酸素水域の

ぬの

形成が顕著で、貝類のへい死が、いちじ、

るしく7月以降(7・8月は調査してい

ないが関係漁民からの情報による)12

月までの調査では活貝の採集は皆無に等

しかった。

試験調査海域は、図1に、試験結果は

表2に示したが、本年度の重要魚貝類の採集状況を、

又、殻長組成は図2に示した。

表253年度員けた網調査結果(
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図1試験調査海域図
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